



































































































「 教 養 語」 と訳される „Bildungssprache“2 の
語をいわゆる「学習言語」の意味において用いる
慣 習 は、„FörMIG “(Förderung von Kindern und 
Jugendlichen mit Migrationshintergrund： 移 民 背
景を持つ子ども・青少年の支援 ) と名づけられた
組織的研究から広まったと考えてよい。FörMIG の










の 1977 年の論考に準じたもので、英語の “academic 
language“ や “academic discourse“ に相当する」4 と
説明しているのである。日本で学習言語に言及する
際には、カナダの言語学者である J. カミンズ (Jim 
Cummins) が提唱した「認知学習言語力」(Cognitive 
Academic Language Proﬁency: CALP) の概念が引
かれることが多く、カミンズ自身が CALP に代えて
ALP(Academic Language Proﬁciency) と表 現する
ようになって以降は、この ALP に則って学習言語
が説明されるようになっている。ゴゴリンらの研究
においての „Bildungssprache“ の語は、“academic 
language”に相当するものとされていることから、こ






さて、FörMIG は、2004 年から 5 年間のプログ
ラムで、連邦各州教育計画研究助成委員会（Bund-













FörMIG の重点テーマは、次の 3 点にあった。
①個々の言語水準調査に基づく言語促進


















で の 教 育 」„Bildung durch Sprache und Schrift“ 
(BiSS) で あ る。BiSS の Web サイト 5 によれ ば、
これは 5 年間の研究開発プログラムで、連邦教
育 研 究 省 (Bundesministerium für Bildung und 
Forschung: BMBF)、連邦家族・高齢者・女性・青
少 年 省 (Bundesministerium für Familie, Senioren, 
Frauen und Jugend: BMFSFJ)、 各 州文 部大 臣会
議 (Kultusministerkonferenz: KMK)、 各 州 青 少
年・ 家 族 大 臣 会 議 (Konferenz der Jugend- und 
Familienminister: JFMK) が 共同して主導するも
のである。このプログラムの目的は、言語促進
(Sprachförderung)、言語診断 (Sprachdiagnostik)、




トル研究所 (Mercator-Institut für Sprachförderung 
und Deutsch als Zweitsprache der Universität zu 
Köln)、ドイツ国際教育研究所 (Deutsche Institut 
für Internationale Pädagogische Forschung: DIPF)、
ベルリン・フンボルト大学の 3 者が、教育制度質的








に 5 つ、基礎領域から初等領域 (Primarbereich) へ
の移行段階に 1 つ、初等領域に 4 つ、中等教育段


















der Alltags- zur Bildungssprache - Durchgängige 
Sprachbildung in der Sek I“という取組がある。こ
れに関わっているのはベルリン市内の 7 校で、フン

















NRW 州は、ドイツ 16 州の中で最も人口が多く、
最も人口密度の高い州である。人口の 23.5％に移民





た支 援 組 織 である RAA(Regionale Arbeitsstelle 












定を改正するための法律」(Gesetz zur Förderung 
der gesellschaftlichen Teilhabe und Integration in 
Nordrhein-Westfalen und zur Anpasssung anderer 
gesetzlicher Vorschriften vom 14. Februar 2012) の
制定である。











NRW 州は 31 の郡 (Kreis) と郡に属さない 23 の
独立市からなっているが、2011 年末には、この計
54 の地方自治体のうち 30 に RAA が設置されてい
た。RAAのなかった地方自治体に地域統合センター
の設置を進めると共に、RAA を地域統合センター











ち、NRW 州学 校・継 続 教育省 (Ministerium für 
Schule und Weiterbildung des Landes Nordrhein-
Westfalen)、NRW 州 地 域 統 合 センター 調 整 局



























33 校の内訳は、総合制学校が 14 校（うち 6 校が
新設校）、中等教育学校 (Sekundarschule) が 12 校
（12 校すべてが新設校）、実科学校 3 校、基幹学
校 2 校、ギムナジウム 2 校となっている 。これら











満たす 16 人からの応募があり（うち 6 人は校長等
の執行部）、地理的な事情を最大の理由として 6 人





















内で同時期（2013 ～ 2016 年）に行われているプロ
ジェクト MIKS(Mehrsprachigkeit als Handlungsfeld 
Interkultureller Schulentwicklung：異文化間的な学
校改善という行動領域としての多言語性 ) と対照的




プロジェクト期間は、2013 年 2 月1 日～ 2016 年
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This paper describes how a school could be developed for students with migrant background, centering on the 
idea of “academic language”.  After the “PISA-Shock”, disparities of school achievement associated with migrant 
background or/and socioeconomic status have been the subject of much discussion.  In order to reduce the gap, 
disadvantaged students should be supported for acquiring “academic language”.  Therefore, many projects for 
learning “academic languages” are now carried out in each Land (state) in Germany.
The paper refers to „Sprachsensible Schulentwicklung“, a school development project in North Rhine-
Westphalian, as an example.  The most remarkable point of this project is a framework by cooperation among 
schools, administrative agencies, an academic team for evaluation and a foundation.  This implementation structure 
offers meaningful suggestions for education of foreign children in Japan.
（2015 年 10 月 30 日受理）
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